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一
、
は
じ
め
に
 
 
 

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
は
、
広
島
市
の
東
南
、
直
線
距
離
で
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
形
成
さ
れ
た
町
で
あ
る
。
町
域
 
 

の
南
側
は
、
商
流
す
る
二
河
川
、
ま
た
北
側
は
、
北
東
に
流
れ
て
瀬
野
川
と
合
流
す
る
熊
野
川
の
最
上
流
域
に
あ
た
っ
て
お
り
、
二
 
 

つ
の
河
川
の
分
水
嶺
付
近
に
は
、
川
の
流
域
に
沿
っ
て
、
標
高
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
谷
底
平
野
で
あ
る
熊
野
盆
地
が
北
東
か
 
 

ら
南
西
方
向
に
形
成
さ
れ
、
盆
地
の
周
囲
に
は
、
洞
所
山
や
金
ケ
燈
篭
山
、
石
岳
山
、
絵
下
山
を
ど
五
〇
〇
～
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
 
 

上
の
山
塊
が
連
な
っ
て
い
る
。
広
島
県
地
質
図
（
一
九
六
三
年
）
等
に
よ
れ
ば
、
熊
野
台
地
は
、
白
亜
紀
の
流
紋
岩
顆
と
花
崗
岩
類
 
 

T
⊥
 
 

と
か
ら
を
り
、
ま
た
、
盆
地
周
辺
の
山
麓
部
に
は
、
西
条
砂
礫
層
と
呼
ば
れ
る
湖
成
層
の
発
達
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
町
周
辺
に
お
い
て
は
、
地
形
的
に
古
い
時
代
の
遺
跡
・
遣
物
の
存
在
が
早
く
か
ら
予
想
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
熊
野
町
大
 
 

（
2
）
 
 

ゆ
う
け
い
せ
人
と
う
き
 
 

字
呉
地
ハ
グ
イ
原
発
見
の
有
茎
尖
頭
器
や
昭
和
三
三
年
ご
ろ
に
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
呉
市
焼
山
町
出
土
の
有
茎
尖
頭
器
、
ま
た
、
 
 

T
ヱ
 
 

昭
和
四
五
年
に
調
査
さ
れ
た
呉
市
郷
原
町
の
郷
原
遺
跡
な
ど
旧
石
器
時
代
末
期
か
ら
縄
文
時
代
前
期
・
中
期
の
遺
跡
の
存
在
は
、
こ
 
 

の
こ
と
を
塞
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
を
が
ら
、
熊
野
町
域
に
お
い
て
は
、
い
ま
ま
で
考
古
学
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
た
こ
 
 

と
が
な
く
、
最
近
ま
で
遺
跡
・
遺
物
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
。
昭
和
三
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
広
島
県
 
 

熊
野
町
の
遺
跡
と
遺
物
 
 

河
 
瀬
 
正
 
利
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跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
踏
査
が
進
め
ば
そ
の
数
は
さ
ら
に
増
え
て
く
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
 
 
 

発
見
さ
れ
た
遣
物
は
、
大
部
分
の
も
の
が
表
面
採
集
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
出
土
層
位
や
状
況
の
明
ら
か
な
も
の
は
を
い
。
し
 
 

か
し
、
旧
石
器
時
代
末
期
か
ら
近
世
に
い
た
る
も
の
ま
で
が
含
ま
れ
て
お
り
、
熊
野
の
歴
史
を
考
古
学
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
 
 

上
で
、
貴
重
を
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
熊
野
町
の
遺
跡
の
分
布
と
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
主
要
な
遺
物
に
つ
い
て
 
 

紹
介
し
て
み
た
い
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
資
料
の
提
供
や
御
教
示
を
う
け
た
。
特
に
竹
之
内
哲
郎
氏
 
 
 

第1匡l車㈲抒町位置図  

丁
こ
 
 

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
地
名
表
』
に
は
、
未
踏
査
の
た
め
か
熊
 
 

野
町
内
で
の
遺
跡
・
遣
物
の
記
載
は
を
い
。
ま
た
、
そ
の
後
 
 

〈
5
〉
 
 

昭
和
五
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
 
『
全
国
追
跡
地
図
』
 
で
も
古
墳
 
 

一
、
古
墓
四
、
城
跡
六
、
散
布
地
四
の
計
一
五
か
所
の
遺
跡
 
 

が
登
録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
五
年
に
熊
野
町
史
の
編
纂
が
計
画
さ
 
 

れ
た
の
を
機
に
、
文
化
財
の
保
存
へ
の
機
運
は
し
だ
い
に
高
 
 

ま
り
を
み
せ
、
町
教
育
委
貞
合
の
竹
之
内
哲
郎
氏
ら
に
よ
る
 
 

遺
跡
分
布
調
査
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
を
る
と
、
つ
 
 

ぎ
つ
ぎ
と
新
し
く
遺
跡
・
遣
物
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
 
 

て
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
五
〇
か
所
以
上
に
及
ぶ
遺
 
 



に
は
、
遺
跡
踏
査
に
あ
た
り
、
案
内
を
願
っ
た
と
と
も
に
、
町
内
の
遺
跡
に
つ
い
て
数
多
く
の
御
教
示
を
う
け
た
。
ま
た
、
広
島
大
 
 

学
文
学
部
の
潮
見
 
浩
先
生
に
は
、
全
般
に
つ
い
て
の
脚
数
示
を
受
け
、
理
学
部
の
沖
村
雄
二
先
生
に
は
、
石
器
石
材
の
同
定
を
お
 
 

騒
い
し
た
。
藤
野
次
史
氏
に
は
、
石
器
に
つ
い
て
の
御
教
示
と
石
器
の
実
測
に
一
部
御
協
力
い
た
だ
い
た
。
を
お
、
石
材
の
産
地
分
 
 

析
は
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
の
養
科
哲
男
氏
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
 
 

二
、
遺
跡
の
分
布
状
況
 
 

町
域
で
確
認
さ
れ
た
遺
跡
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
五
〇
か
所
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
地
区
ご
と
の
分
布
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
 
 

1
～
 
 

う
に
を
っ
て
い
る
。
 
 

平
谷
地
区
（
柳
ノ
本
遣
跡
・
九
ノ
通
過
跡
な
ど
）
 
 

川
角
地
区
（
上
ノ
山
遺
跡
・
木
綿
地
追
跡
な
ど
）
 
 

出
来
地
区
（
大
水
南
地
連
跡
・
地
蔵
の
前
遺
跡
を
ど
）
 
 

呉
地
地
区
（
ハ
グ
イ
原
追
跡
・
八
幡
風
呂
追
跡
な
ど
）
 
 

中
港
地
区
（
坂
面
大
池
遺
跡
・
白
石
追
跡
・
重
地
遺
跡
な
ど
）
 
 

萩
原
地
区
（
道
上
遺
跡
・
弧
城
追
跡
な
ど
）
 
 

城
之
堀
地
区
（
堀
之
城
跡
・
山
本
地
遺
跡
を
ど
）
 
 

初
神
地
区
（
唾
地
遺
跡
・
同
遺
跡
を
ど
）
 
 

新
宮
地
区
（
東
深
原
遺
跡
・
宮
林
古
墓
な
ど
）
 
 

五
か
所
 
 
 

三
か
所
 
 

五
か
所
 
 

八
か
所
 
 

六
か
所
 
 

七
か
所
 
 
 

五
か
所
 
 
 

三
か
所
 
 
 

八
か
所
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第2国 主要遺跡分布図（海田市・呉1：50000）  

道 上 遺 跡  4．畦地遺跡  

ハグイ原遺跡  5．九ノ通遺跡  

東深原遺跡  6．柳ノ本遺跡  
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こ
れ
ら
の
追
跡
は
、
城
跡
を
ど
を
除
く
と
、
そ
の
多
く
は
盆
地
縁
辺
の
低
い
台
地
1
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
を
地
域
は
、
 
 

丘
陵
の
先
端
部
で
小
字
名
と
し
て
「
0
0
地
」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
や
や
小
高
い
地
形
と
を
っ
て
お
り
、
低
地
と
の
比
高
も
 
 

五
～
二
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
地
域
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
遺
跡
遠
物
の
う
ち
、
旧
石
器
時
代
禾
か
ら
縄
文
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
柳
ノ
本
遺
跡
や
ハ
ブ
イ
原
遺
跡
、
 
 

道
上
遺
跡
、
畦
地
遺
跡
、
東
探
原
遺
跡
き
が
あ
げ
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
柳
ノ
本
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
の
石
器
、
剥
片
類
が
 
 

き
ょ
く
ぷ
ま
せ
い
せ
さ
ふ
 
 

多
数
採
集
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ブ
イ
原
遺
跡
か
ら
は
、
有
茎
尖
頭
器
が
、
ま
た
、
東
深
原
追
跡
で
は
、
局
部
磨
製
石
斧
や
暦
製
石
斧
を
 
 

は
く
へ
人
 
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
道
上
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
の
石
器
－
剥
片
、
チ
ッ
プ
類
、
縄
文
式
土
器
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
 
 

れ
ら
の
遺
物
か
ら
み
る
と
、
旧
石
器
時
代
の
終
り
ご
ろ
（
約
嘉
年
前
ご
ろ
）
に
は
、
す
で
に
人
々
が
熊
野
台
地
周
辺
で
も
生
治
し
 
 

は
じ
め
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
 
 

ぉ
お
み
な
ぢ
し
ら
い
L
き
つ
わ
と
．
．
・
′
 
 
弥
生
時
代
の
追
跡
で
は
、
大
水
南
地
追
跡
や
白
石
遺
跡
、
狐
魔
道
跡
な
ど
が
あ
る
。
白
石
追
跡
で
は
、
石
飯
、
石
錐
の
ほ
か
弥
生
 
 

式
土
慧
採
集
さ
れ
、
大
水
両
地
遺
跡
で
は
、
水
田
の
畦
畔
か
ら
弥
生
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
狐
城
遺
跡
で
は
、
丘
障
 
 

先
端
部
の
崖
面
に
弥
生
後
期
と
推
定
さ
れ
る
土
器
包
含
層
の
一
部
が
露
出
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
如
の
遺
跡
 
 

と
お
も
わ
れ
る
。
 
 
 

つ
ぎ
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
、
遣
物
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
で
を
い
点
が
多
い
。
昭
和
五
七
年
に
住
宅
建
築
に
先
立
っ
て
調
査
 
 

さ
れ
た
同
遼
跡
で
は
、
丘
陵
の
崖
面
に
地
盤
の
落
ち
こ
む
と
こ
ろ
が
観
察
さ
れ
、
古
式
の
土
師
器
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
 
一
7
）
 
 

ら
住
居
址
き
の
遺
構
が
存
在
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
で
は
、
遺
構
は
検
出
で
き
を
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
 
 

ま
た
、
『
全
国
追
跡
地
図
』
に
よ
る
と
、
新
宮
に
東
米
山
古
墳
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
古
く
破
壊
さ
れ
て
お
り
現
存
し
な
 
 

ー 5 一   



二
「
 
遺
跡
・
遺
物
の
概
要
 
 
 

っ
ぎ
に
、
町
内
の
主
要
を
遺
跡
と
採
集
遣
物
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
 
 

ど
■
つ
じ
ょ
一
つ
 
 
 

皿
 
道
上
遺
跡
 
能
面
町
大
字
萩
原
字
道
上
 
 
 

石
嶽
山
（
標
高
五
三
一
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
北
へ
の
び
る
丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
、
標
高
は
二
三
〇
～
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
低
地
 
 

と
の
比
高
は
、
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
遺
跡
の
前
面
に
は
、
熊
野
川
の
支
流
の
道
上
川
が
東
か
ら
西
へ
流
れ
て
お
り
、
川
沿
い
 
 

に
狭
い
水
田
や
佃
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
、
南
か
ら
北
へ
の
び
る
低
い
丘
陵
の
先
端
部
の
東
側
か
ら
北
側
に
か
け
て
の
緩
斜
 
 

面
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、
か
な
り
広
い
範
囲
か
ら
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
 
 

せ
き
ぞ
く
じ
ん
き
 
 
 

遺
物
に
は
、
石
器
、
剥
片
類
と
縄
文
式
土
器
な
ど
が
あ
る
。
石
器
に
は
石
鍍
、
刃
器
を
ど
が
あ
り
、
石
材
と
し
て
は
、
安
山
岩
製
 
 

ひ
山
L
ま
き
人
こ
く
よ
う
せ
き
 
 

の
も
の
と
半
透
明
の
乳
灰
色
を
な
す
姫
島
産
黒
曜
石
製
の
も
の
を
主
体
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
漆
黒
色
の
黒
曜
石
製
（
島
根
県
隠
岐
 
 
 

い
。
こ
の
よ
う
に
古
墳
時
代
の
遺
構
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
遺
跡
発
見
の
土
師
器
や
出
来
地
区
の
大
歳
遺
 
 

跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
須
恵
器
片
か
ら
み
て
、
ふ
7
後
、
遺
跡
・
遺
構
の
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
強
い
と
い
え
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
古
墳
時
代
以
降
の
遺
跡
に
は
、
城
之
堀
地
区
の
堀
之
城
跡
、
萩
原
地
区
の
土
岐
城
跡
、
平
谷
の
的
場
城
跡
、
土
居
屋
敷
 
 

び
ぜ
ん
 
 

跡
な
ど
の
中
世
山
城
に
関
連
す
£
遺
跡
や
備
前
小
壷
二
点
や
磁
器
な
ど
が
出
土
し
た
新
宮
の
宮
林
古
墓
を
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
 
 

の
ま
 
 

い
て
は
、
広
島
市
矢
野
町
の
絵
下
山
の
矢
野
城
に
拠
っ
た
野
間
氏
と
の
関
係
で
把
捉
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

以
上
、
熊
野
町
の
遺
跡
分
布
の
概
況
を
大
ま
か
に
み
て
き
た
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
発
掘
調
香
さ
れ
た
例
は
皆
無
に
ち
か
く
、
細
 
 

か
を
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
の
進
展
を
待
た
ね
ぼ
な
こ
b
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
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第1表 道上遺跡の石器一覧表  

【
8
〉
た
て
な
が
 
 

島
久
見
産
出
）
の
も
の
も
〓
忠
あ
る
。
第
3
図
1
は
、
加
工
痕
の
あ
る
剥
片
石
器
で
、
縦
長
の
剥
片
を
素
材
と
し
、
一
方
の
側
線
に
 
 

調
整
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
上
面
が
打
面
と
な
っ
て
い
る
。
石
鉄
（
2
～
讐
は
、
基
部
の
特
徴
か
ら
、
基
部
に
挟
り
の
あ
る
も
 
 

の
（
凹
基
式
）
、
基
部
が
直
線
的
な
も
の
（
平
基
式
）
、
基
部
が
尖
る
も
の
（
凸
基
式
）
の
三
種
が
あ
る
。
基
部
に
換
り
の
あ
る
グ
 
 

ル
ー
プ
に
は
、
扶
り
が
深
く
て
三
角
形
に
ち
か
い
も
の
（
2
～
7
）
と
細
身
で
挟
り
が
浅
く
二
等
辺
三
角
形
に
ち
か
い
も
の
（
9
～
 
 
 

長さ（m）   幅（cm）   現存！  石  材  備 考   茶3、 番□  種 別 t   ）は推（   ）は推定  豪  
側根調彪  

ロ  剥片石器  4．0  1．6  3．3  姫島産黒曜石  一 搬銀剥片■   

2  石  鉄  1．8  1．5  0．6  安 山 岩  両面加工 周辺射ー離   

3  1．9  1．6  0．6  

4  （2．4）  （1，9）  0．8  

5  Z．1  （1．6）  0．6  
全面刺腱  両面加」二   

6   1．9  （1．4）  0．6  水   府】辺剥離   
（1．8）  （1．6）  0．3  姫島産黒曜石  両面加工 全面糾無   

8   1．6  1．4  0．4  安 山 岩  

9  2．8  （1．6）  0．9  
両面釦l工  」・   

2．6  1．5  0．9   
f両面む日工  

10  全癒剃髄   
田    （2．3）  1．5  0．9  

12    （2．2）  1．6  0．5  
片面加工  全面剃雑   

四    （2．5）  1．6  0．8  
両面カ‖工  周辺刺職   

14  Z．1  1，6  0．7  

2，1  1．7  1．0  

16  ク   2．1  1．5  1，0  

17  1．9  1．6  0，6  片面加工  周辺剥離   
18  1．9  1．5  0．6  

両面加工  間辺疑り嘩   
19    （2．3）  1．6  0，8  

両面〟【】工  全面制服   
ZO  2．2  1．3  0．7  周辺剥離   
21    （2．4）  （1．5）  0．7  全面刺搬   
22    （2，0）  1．9  0，7  

23  2．1  1．9  1．5  間辺刺鮭   
24  2．3  （1．6）  1．3  姫島産黒曜石  禾成品、冊 棺のみ非憾   

25  ク   1．5  1，5  0．3  安 山 岩  両面加工 周辺網髭   

0．3  26  全面別離   
27  ク   3．3  1．9  2．8   周辺調整   
Z8  2．7  1．0  1．5  

両面か工  凸雄武   
29    （2．9〉  0．8  0．8  姫島産黒曜石  

30  刃 器？  （3．8）  2．3  9．4  安 山 岩  路用鮎 而のこる   
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空
が
あ
る
。
採
集
資
料
の
た
め
石
飯
の
時
期
を
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
2
～
7
の
よ
う
に
三
角
形
に
ち
か
く
両
脚
が
 
 

わ
L
が
た
も
ん
 
 

角
状
を
な
し
、
挟
り
が
深
く
て
丸
く
な
る
形
態
の
も
の
は
、
押
型
文
土
器
と
伴
出
す
る
こ
と
が
多
く
縄
文
早
期
（
約
八
〇
〇
〇
年
前
 
 

ご
ろ
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
2
1
の
よ
う
に
側
線
が
内
反
り
で
、
上
部
に
段
を
も
つ
も
の
は
縄
文
晩
期
（
約
三
〇
〇
〇
年
 
 

は
じ
ま
（
9
〉
 
 

前
）
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
器
 
 
 

2
9
の
よ
う
に
基
部
の
尖
る
も
の
は
、
周
辺
地
域
で
は
類
例
に
乏
し
い
が
、
同
山
県
羽
島
貝
塚
や
 
 

ご
う
ば
ら
（
‖
一
 
 

さ
と
ぎ
【
1
0
）
 
 

里
木
貝
塚
、
広
島
県
呉
市
の
郷
原
遺
跡
な
ど
の
出
土
例
か
ら
み
て
縄
文
前
期
（
 
 

約
六
・
七
〇
〇
〇
年
前
）
ご
ろ
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
基
部
の
平
坦
な
 
 

も
の
の
な
か
に
は
、
調
整
が
や
や
粗
く
弥
生
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
も
の
も
 
 

第4国 道上追跡の縄文式土器  

存
在
す
る
。
3
0
は
刃
器
で
一
側
線
に
調
整
が
加
え
ら
れ
刃
部
と
を
っ
て
い
る
。
 
 

石
器
の
多
く
は
縄
文
時
代
に
所
属
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
が
、
石
鉄
で
み
る
と
 
 

古
い
様
相
の
も
の
と
新
し
い
様
相
の
も
の
を
含
ん
で
お
り
、
長
い
期
間
に
わ
た
 
 

る
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

縄
文
式
土
器
（
第
4
図
）
は
、
三
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
1
は
黒
茶
色
を
呈
 
 

た
い
ど
 
し
、
胎
土
に
〇
・
五
～
て
、
り
前
後
の
砂
粒
を
少
量
含
ん
で
い
る
。
器
表
に
は
、
 
 

■
し
ょ
ぅ
こ
ん
 
 

ミ
ミ
ズ
バ
レ
状
の
隆
帯
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
内
面
は
条
痕
調
整
で
あ
る
。
2
は
表
 
 

面
に
縦
位
の
条
痕
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
黒
茶
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
よ
い
。
 
 

3
は
鉢
形
土
器
の
口
緑
部
で
、
口
縁
部
付
近
に
縄
文
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
の
 
 

が
、
わ
ず
か
に
み
と
め
ら
れ
る
。
細
片
の
た
め
時
期
は
明
瞭
に
で
き
な
い
が
、
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1
は
縄
文
前
期
、
2
・
3
は
後
期
 
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
ご
ろ
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

道
上
遺
跡
は
、
遺
物
か
ら
み
て
縄
文
時
代
早
期
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
石
器
、
剥
片
頬
で
は
、
石
材
 
 

と
し
て
安
山
岩
と
姫
島
産
業
瞳
石
が
主
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
姫
島
産
黒
曜
石
の
占
め
る
割
合
は
、
広
島
湾
周
辺
の
縄
文
時
代
追
跡
 
 

に
お
け
る
姫
島
産
黒
曜
石
の
占
め
る
割
合
に
比
べ
て
、
非
常
に
高
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
姫
島
は
、
大
分
県
国
東
半
島
の
沖
に
浮
 
 

ぶ
小
島
で
あ
り
、
広
島
近
辺
か
ら
は
、
直
接
距
離
に
し
て
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
遠
隔
な
地
に
位
置
す
る
。
素
材
と
な
っ
た
黒
 
 

曜
石
は
瀬
戸
内
沿
岸
の
追
跡
を
中
継
し
て
、
間
接
的
に
熊
野
台
地
に
も
ち
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
縄
文
式
土
器
で
は
、
隆
帯
の
 
 

め
ぐ
ら
さ
れ
た
も
の
と
条
痕
の
め
ぐ
ら
さ
れ
た
も
の
を
ど
が
あ
っ
た
。
隆
帯
の
め
ぐ
ら
さ
れ
た
も
の
は
、
瀬
戸
内
地
域
で
は
、
山
口
 
 
 

〈
1
7
〉
 
 

（
川
｝
 
か
人
む
り
 
 

お
わ
た
 
 
（
ほ
〉
 
た
い
し
ゃ
く
か
ん
の
人
ど
ぅ
 
 

つ
き
ぎ
き
 
（
ほ
）
 
か
人
だ
 
 
〈
1
3
〉
 
 
く
ろ
し
ま
は
ま
 
〈
‖
）
 
 

県
日
崎
遺
跡
、
神
田
通
跡
、
黒
鳥
浜
遺
跡
や
広
島
県
太
田
貝
塚
、
希
釈
観
音
堂
洞
窟
追
跡
、
冠
追
跡
C
地
点
を
ど
か
ら
出
土
し
て
い
 
 

と
ど
・
り
き
 

（
1
8
〉
 
 

る
。
九
州
熊
本
県
の
轟
遺
跡
出
土
の
土
器
に
ち
か
い
特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
縄
文
前
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

㈲
 
ハ
グ
イ
原
遼
跡
 
能
密
町
大
字
呉
地
字
ハ
グ
イ
原
 
 
 

熊
野
町
の
南
端
に
ち
か
い
標
高
三
二
〇
～
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
呉
地
ダ
ム
（
呉
地
大
池
）
付
近
に
位
置
し
、
二
河
 
 

◎
 

⑳  
第5圃 ハグイ原遺跡の  
有茎尖頭器  
（潮見浩氏原同）  

川
支
流
の
呉
地
川
か
ら
の
比
高
は
八
〇
～
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
 
 

る
。
呉
地
ダ
ム
の
工
事
中
に
有
茎
尖
頭
器
一
点
が
採
取
さ
れ
て
い
 
 

る
が
、
現
在
、
逸
物
は
不
明
と
を
っ
て
い
る
。
 
 

ゆ
・
一
日
い
せ
人
と
▼
り
さ
 
 
 

有
茎
尖
頭
器
（
第
5
図
）
は
、
先
端
部
を
わ
ず
か
に
欠
失
す
る
 
 

が
、
現
存
で
長
さ
八
二
一
セ
ン
チ
、
幅
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
○
 
 

・
八
セ
ン
チ
で
、
断
面
は
菱
形
を
な
し
て
い
る
。
槍
先
と
し
て
便
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写真1  

a．道上遺跡近景  

b．道上遺跡の石署旨  
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わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
柳
葉
形
を
呈
し
、
基
部
に
は
短
か
い
逆
刺
を
も
ち
、
長
さ
は
一
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
両
面
と
も
長
細
の
 
 

平
行
剥
離
調
整
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
安
山
岩
製
で
あ
る
。
工
事
中
の
単
独
出
土
で
あ
り
、
伴
出
遺
物
は
不
明
で
あ
る
が
、
形
態
 
 

か
ら
み
て
土
器
出
現
以
前
の
旧
石
器
時
代
末
（
約
一
万
年
前
）
ご
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

を
お
、
呉
地
字
才
ノ
神
の
呉
地
川
沿
い
の
河
岸
段
丘
上
か
ら
も
有
茎
尖
頭
器
一
点
が
出
土
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
遺
物
が
散
 
 

逸
し
て
お
り
、
内
容
は
明
ら
か
で
を
い
。
 
 

ひ
が
し
ふ
こ
う
ら
 
 
㈲
 
束
深
原
追
跡
 
熊
野
町
大
字
新
宮
字
深
原
 
 
 

東
か
ら
西
へ
の
び
る
丘
陵
の
西
側
緩
斜
面
に
位
置
し
、
標
高
は
約
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
遺
跡
の
西
側
は
、
南
か
ら
北
へ
熊
 
 

野
川
支
流
の
深
原
川
が
流
れ
、
川
沿
い
に
狭
長
な
沖
積
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
と
深
原
川
と
の
此
高
は
、
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
 
 

で
あ
る
。
付
近
は
、
植
木
の
苗
圃
と
を
っ
て
お
り
、
昭
和
五
三
年
ご
ろ
に
植
栽
の
た
め
丘
陵
斜
面
を
操
り
下
げ
た
際
に
、
地
表
よ
り
 
 

き
ょ
く
ぷ
ま
せ
い
せ
き
ふ
 
 

約
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
下
か
ら
局
部
磨
製
石
斧
二
点
が
並
ん
だ
よ
う
な
状
態
で
出
土
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
場
所
は
異
る
が
付
近
 
 

く
ぼ
み
〓
し
す
り
∴
、
L
 
 

か
ら
磨
製
石
斧
一
点
、
凹
石
、
磨
石
を
ど
も
採
集
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

局
部
磨
製
石
斧
（
第
6
囲
1
・
2
）
 
1
は
長
さ
一
四
ニ
ー
セ
ン
チ
、
幅
六
・
一
セ
ン
チ
の
長
橋
円
形
を
を
し
刃
部
は
丸
く
、
両
 
 

刃
で
あ
る
。
両
面
と
も
縁
辺
部
に
大
き
を
剥
離
痕
が
の
こ
り
、
刃
部
両
面
か
ら
表
裏
両
面
中
央
部
に
研
磨
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
 
 

h
ノ
ゆ
う
も
人
が
人
 
 

流
紋
岩
製
。
2
は
長
さ
一
六
・
四
セ
ン
チ
、
幅
四
・
四
セ
ン
チ
の
大
型
で
両
端
が
尖
っ
て
お
り
、
石
斧
と
す
る
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
 
 

上
端
部
が
薄
く
な
っ
て
お
り
、
着
柄
痕
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
応
石
斧
と
し
て
紹
介
し
て
お
く
。
両
面
と
も
全
面
剥
離
で
、
両
 
 

（
1
g
〉
 
 

端
部
と
両
側
面
が
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
流
紋
岩
製
。
 
 
 

磨
製
石
斧
（
第
6
図
3
）
 
は
、
基
部
が
少
し
欠
損
す
る
が
、
長
さ
一
六
・
七
セ
ン
チ
、
幅
六
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
・
四
セ
ン
チ
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第6国 東深原遺跡の石器   
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写真2   

■－I  

一くモー’  

札鴎′、タ宗’  

、－    ■ヽ   一  

a．東深原遺跡近景   

b．東深原遺跡の石器  
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で
あ
る
。
流
紋
岩
製
の
扁
平
を
石
を
使
用
し
て
お
り
、
基
部
付
近
に
は
自
然
面
が
残
っ
て
い
る
。
刃
部
は
丸
く
、
両
刃
で
刃
部
に
使
 
 

用
癖
と
み
ら
れ
る
細
か
な
擦
痕
が
み
と
め
ら
れ
る
。
全
面
と
も
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
基
部
の
片
面
に
は
、
長
方
形
の
や
や
凹
ん
 
 

だ
部
分
が
み
ら
れ
る
。
着
柄
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

東
深
原
遺
跡
は
、
遺
物
か
ら
み
て
旧
石
器
時
代
末
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
。
局
部
磨
製
石
斧
は
、
い
ま
 
 

の
と
こ
ろ
広
島
県
内
で
は
類
例
は
な
い
が
、
周
辺
地
域
の
出
土
例
か
ら
す
る
と
旧
石
器
時
代
末
か
ら
縄
文
時
代
初
頭
の
も
の
と
推
定
 
 

さ
れ
る
。
し
か
し
他
の
例
の
多
く
が
研
磨
は
刃
部
両
面
付
近
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
刃
部
両
面
か
ら
両
面
中
央
部
に
及
 

ぶ
も
の
や
両
側
面
に
ま
で
及
ぶ
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
石
器
磨
製
法
が
一
歩
進
ん
だ
段
階
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
時
期
的
 
 

に
は
や
や
新
し
い
時
期
の
も
の
か
も
し
れ
を
い
。
磨
製
石
斧
に
つ
い
て
は
、
形
態
的
に
み
て
縄
文
時
代
後
期
ご
ろ
の
も
の
と
お
も
わ
 
 

れ
る
。
木
材
の
伐
り
出
し
や
加
工
に
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
 
 

あ
ぜ
ち
 
 

・
㈲
 
畦
地
遺
跡
 
熊
野
町
大
字
初
神
字
畦
地
 
 

ゼ2ゝ2  

◇L－ユ」⊂m  
第7図 畦地遺跡の石器   

西
か
ら
東
へ
の
び
る
低
丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
て
い
る
。
県
道
瀬
野
－
呉
 
 

線
の
北
側
に
あ
り
、
標
高
約
二
二
五
メ
ー
ト
ル
、
前
面
南
側
を
流
れ
る
熊
野
川
 
 

か
ら
の
此
高
は
約
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
丘
陵
先
端
部
の
畑
か
ら
尖
頭
器
一
点
、
 
 

は
と
し
つ
ど
き
 
 

石
敏
一
点
、
土
師
質
土
器
片
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

尖
頭
器
（
第
7
図
1
）
は
、
長
さ
四
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
・
五
セ
ン
チ
、
厚
 
 

さ
〇
・
九
セ
ン
チ
で
あ
る
。
器
体
と
基
部
の
境
は
明
瞭
で
を
い
が
、
基
部
を
逆
 
 

二
等
辺
三
角
形
に
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
有
茎
尖
頭
器
と
み
る
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こ
と
が
で
き
る
。
先
端
は
鋭
利
さ
に
欠
け
る
が
縁
辺
部
に
調
整
が
 
 

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
背
面
と
茎
部
は
ほ
と
ん
ど
未
調
整
で
あ
る
。
 
 

水
晶
梨
。
2
の
石
鉄
は
長
さ
二
二
一
セ
ン
チ
、
幅
一
・
八
セ
ン
チ
 
 

の
正
三
角
形
を
呈
し
、
基
部
の
挟
り
は
深
い
。
安
山
岩
梨
の
縦
長
 
 

剥
片
を
素
材
と
し
、
両
面
と
も
加
工
調
整
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
 
 

石
扱
が
三
角
形
ぐ
両
脚
が
ひ
ろ
が
っ
た
挟
り
の
深
い
形
態
の
も
の
 
 

は
、
押
型
文
土
器
に
伴
出
す
る
こ
と
が
多
く
、
縄
文
早
期
ご
ろ
の
 
 

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

く
の
と
お
り
 
 
 

㈲
 
九
ノ
通
過
跡
 
熊
野
町
大
字
平
谷
字
九
ノ
通
 
 
 

熊
野
盆
地
の
西
端
で
西
か
ら
東
南
に
の
び
る
丘
陣
の
先
端
部
に
 
 

位
置
し
、
標
高
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
低
地
と
の
比
高
は
約
一
〇
 
 

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
水
田
耕
作
土
中
よ
り
石
鉄
一
点
、
剥
片
類
が
 
 

採
集
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

石
鉄
（
第
8
図
1
）
は
、
長
さ
二
二
二
セ
ン
チ
の
安
山
岩
製
で
 
 

三
角
形
に
ち
か
い
形
を
呈
し
て
い
る
。
基
部
の
換
り
は
浅
く
、
両
 
 

脚
の
端
部
は
尖
り
気
味
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
両
面
加
工
で
縁
辺
 
 

の
調
整
は
細
か
く
、
裏
面
中
央
に
主
要
剥
離
面
が
残
っ
て
い
る
。
 
 

第2表 九ノ通過跡・柳ノ本遺跡の石器←覧表  

第8国 番号  種   
別  長さ（cm） ＝は推定  幅（cm） （）は推定  現存（g）  重量  石  材   備  考   

ロ  石  錬  2．3  2．0  1．2  安 山 岩  九ノ退出土 両面加工、周辺刺艇   

2  
（2．7）  1．9  0．4  柳ノ本出土  

両面加工、周辺剥離   

3   2．2  1．5  0．6  姫島産黒曜石  〃 、全而刺廉   

4  （2．5）  （1．6）  0．4  〃 、周辺剥離   

5  2．2  1．2  1．0  安 山 岩  〃  調整粗い   

6  （2．0）  1，3  0．4  

7  2，2  1．7  1．1  姫島産黒曜石  未成品か、両面加工   

8  加lエ痕ある剥片  2．1  1．9  2．3  縦長剥片   

9  刃  器？  2．2  2，2  1．6  安 山 岩  

10  刃  器  3．2  3．0  11．2  姫島産黒曜石  
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β忽訟10   
第8図 九ノ通過跡1ト柳ノ本遺跡の石器  

両
脚
の
ひ
ろ
が
っ
た
形
態
か
ら
縄
 
 

文
前
期
ご
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

こ
の
ほ
か
に
は
、
安
山
岩
製
・
黒
 
 

曜
石
製
（
姫
島
産
）
の
剥
片
類
が
 
 

採
集
さ
れ
て
い
る
。
 
 

や
な
ぎ
の
も
と
 
 
 

㈲
 
柳
ノ
本
追
跡
 
熊
野
町
大
 
 

字
平
谷
字
柳
ノ
本
 
 
 

熊
野
盆
地
の
西
端
、
広
島
市
矢
 
 

野
町
へ
下
る
峠
近
く
に
位
置
す
る
。
 
 

東
北
に
の
び
る
丘
陵
の
先
端
部
に
 
 

立
地
し
、
標
高
は
約
二
三
〇
～
二
 
 

四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
遺
跡
の
 
 

束
側
は
、
二
河
川
支
流
の
平
谷
川
 
 

が
商
流
し
て
お
り
、
平
谷
川
か
ら
 
 

の
比
高
は
、
約
一
〇
～
二
〇
メ
ー
 
 

ト
ル
で
あ
る
。
採
集
さ
れ
た
遺
物
 
 

に
は
、
石
飯
、
刃
器
、
剥
片
類
が
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四
、
ま
と
め
 
 
 

熊
野
町
に
所
在
す
る
過
跡
の
う
ち
石
器
時
代
以
前
に
遡
る
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
と
採
集
造
物
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
し
て
き
た
。
 
 

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
・
遣
物
は
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
は
を
く
、
す
べ
て
表
面
採
集
に
 
 

よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
各
遺
跡
や
遣
物
の
細
か
を
内
容
や
所
属
の
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
の
 
 

進
展
や
類
例
の
増
加
を
待
っ
て
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
と
り
あ
え
ず
遺
物
を
中
心
に
二
・
三
の
問
題
を
提
起
し
て
、
ま
と
 
 

め
と
し
て
お
き
た
い
。
を
お
、
今
回
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
弥
生
時
代
以
降
の
資
料
に
つ
い
て
も
今
後
改
め
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

あ
り
、
を
か
で
も
剥
片
、
チ
ッ
プ
類
は
大
小
あ
わ
せ
て
一
〇
〇
点
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
 
 
 

石
鋲
（
第
8
図
2
～
7
）
 
に
は
、
基
部
に
挟
り
の
あ
る
凹
基
式
と
挟
り
の
な
い
平
基
式
と
が
あ
り
、
挟
り
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
 
 

二
等
辺
三
角
形
に
ち
か
く
挟
り
の
や
や
深
い
も
の
（
2
～
4
）
と
挟
り
が
浅
く
側
近
が
や
や
内
反
り
気
味
で
上
部
に
段
の
つ
く
細
身
 
 

の
も
の
 
（
5
・
6
）
 
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
縄
文
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
後
者
は
縄
文
晩
期
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
8
 
 

は
加
工
痕
の
あ
る
剥
片
で
長
さ
二
・
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
縦
長
の
剥
片
の
両
側
緑
に
剥
離
痕
が
み
ら
れ
る
。
打
面
は
上
端
に
あ
り
、
 
 

黒
曜
石
製
で
あ
る
。
9
・
1
0
は
刃
器
で
9
は
安
山
岩
製
。
1
0
は
黒
曜
石
梨
で
、
両
側
縁
に
細
か
な
調
整
が
加
え
ら
れ
刃
部
を
形
成
し
 
 

て
い
る
。
膜
面
に
は
、
主
剥
離
面
が
残
っ
て
い
る
。
動
物
の
皮
は
ぎ
や
解
体
な
ど
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
採
集
さ
れ
た
 
 

剥
片
の
を
か
に
漆
黒
色
を
な
す
黒
曜
石
が
一
点
含
ま
れ
て
い
る
。
島
根
県
隠
岐
島
の
久
見
産
出
の
黒
曜
石
製
で
あ
る
。
柳
ノ
本
遺
跡
 
 

は
、
遺
物
か
ら
み
て
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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縄
文
時
代
の
遺
跡
と
み
ら
れ
る
道
上
遺
跡
、
柳
ノ
本
遺
跡
で
は
、
表
採
資
料
で
は
あ
る
が
多
数
の
石
器
、
剥
片
類
が
出
土
し
て
お
 
 

り
、
な
か
で
も
石
材
と
し
て
、
姫
島
魔
の
黒
曜
石
の
使
用
が
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
広
島
周
辺
の
縄
文
遺
跡
で
の
姫
島
産
業
瞳
 
 

じ
ご
ぜ
ん
み
な
み
〈
引
）
 
 

え
．
几
み
ょ
．
1
レ
レ
（
紺
こ
 
石
の
出
土
例
を
み
る
と
ー
佐
伯
郡
五
日
市
町
円
明
寺
追
跡
（
石
放
こ
、
廿
日
市
町
地
御
前
商
連
跡
（
石
版
、
刃
器
、
剥
片
を
ど
約
 
 

【
誓
〈
聖
二
い
と
う
｛
聖
 
四
〇
）
宮
島
町
広
島
大
学
植
物
園
内
遺
跡
（
剥
片
一
）
、
五
日
市
町
三
宅
青
木
遺
跡
（
石
鉄
こ
、
佐
伯
町
越
峠
遺
跡
（
剥
片
七
〉
、
 
 

【
竺
l
讐
 
安
芸
郡
海
田
町
畑
谷
貝
塚
（
石
版
一
）
、
呉
市
郷
原
町
郷
原
追
跡
（
石
敏
一
）
な
ど
が
あ
り
、
縄
文
早
期
か
ら
後
期
に
比
定
さ
れ
る
 
 

▲
2
7
〉
 
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
黒
曜
石
の
出
土
数
は
、
地
御
前
南
遺
跡
の
ほ
か
は
〓
烏
を
い
し
数
点
が
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
 
 

に
対
し
て
道
上
遺
跡
で
は
、
石
器
、
剥
片
、
チ
ッ
プ
数
一
八
四
点
の
う
ち
、
姫
島
産
黒
曜
石
は
四
三
点
で
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
占
 
 

め
て
い
る
。
ま
た
、
柳
ノ
本
遺
跡
で
は
〓
凶
六
点
中
の
一
七
点
で
約
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
地
御
前
商
連
跡
（
約
三
〇
 
 

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
）
に
つ
い
で
、
黒
曜
石
の
占
め
る
比
率
が
非
常
に
高
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
両
追
跡
と
も
出
土
黒
曜
石
は
、
 
 

石
鉄
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど
小
型
の
も
の
が
多
く
、
大
型
の
剥
片
は
少
を
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
ち
こ
ま
れ
た
素
材
（
原
石
）
の
数
は
 
 

多
く
な
く
、
大
き
さ
も
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
姫
島
産
黒
曜
石
は
、
姫
島
か
ら
直
 
 

接
持
ち
こ
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
遣
跡
を
経
て
間
接
的
に
熊
野
台
地
へ
も
ち
こ
ま
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

か
み
 
 
東
深
原
追
跡
採
集
の
局
部
磨
製
石
斧
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
広
島
県
で
は
類
例
が
を
い
。
中
・
四
国
地
方
で
み
る
と
愛
媛
県
上
 
 

－
 

」
と
う
が
l
ゝ
わ
 

〈
ろ
＝
わ
「
錆
一
1
2
9
）
 
黒
岩
岩
陰
追
跡
、
高
知
県
不
動
ガ
岩
洞
穴
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
有
茎
尖
頭
器
や
隆
線
文
土
器
と
伴
出
し
て
 
 

ま
・
9
S
み
【
卸
〉
一
別
〉
 
い
る
。
ま
た
、
局
部
磨
製
石
斧
で
は
を
い
が
、
打
製
の
円
髪
形
石
斧
は
、
山
口
県
宇
部
市
前
田
遇
跡
や
岡
山
県
久
米
町
の
領
家
遺
跡
 
 

｛
3
2
）
 
 

【
3
2
〉
 
 

で
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
斧
に
つ
い
て
は
、
小
田
静
夫
氏
や
岡
本
東
三
氏
の
分
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
旧
石
器
時
代
禾
か
ら
 
 

縄
文
時
代
初
頭
の
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
東
深
原
退
跡
出
土
石
斧
も
形
態
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
研
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磨
の
範
囲
が
刃
部
か
ら
表
裏
背
面
部
、
さ
ら
に
側
面
に
ま
で
及
ぶ
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
磨
製
技
術
が
一
段
と
進
歩
 
 

し
た
段
階
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
や
や
新
し
い
形
態
の
も
の
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
を
い
。
二
点
が
並
ぶ
よ
う
に
し
て
発
見
 
 

さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
集
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

ハ
グ
イ
原
遺
跡
、
畦
地
追
跡
で
は
有
茎
尖
頭
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
広
島
周
辺
に
お
い
て
有
茎
尖
頭
器
の
出
土
地
は
、
広
島
市
 
 

〈
3
5
）
 

【
認
－
 

は
う
で
ん
ぴ
土
3
7
〉
 

（
3
6
）
 

（
3
1
一
 

（
調
 
 

佐
東
町
中
本
、
佐
伯
郡
五
日
市
町
円
明
寺
遺
跡
、
同
町
三
宅
、
佐
伯
町
法
殿
平
、
呉
市
焼
山
町
泉
、
東
広
島
市
志
和
町
阿
原
、
西
条
 
 

ま
わ
た
り
 
 

町
西
ガ
ガ
ラ
遺
跡
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
単
独
出
土
の
た
め
所
属
の
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
に
で
き
を
い
が
、
帝
釈
馬
渡
岩
陰
遺
 
 

｛
4
〇
一
 
 
 

‖
 
 

跡
第
4
層
な
ど
で
の
出
土
例
か
ら
み
て
旧
石
器
時
代
禾
か
ら
縄
文
時
代
初
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
有
茎
尖
頭
器
に
は
、
 
 

基
部
に
逆
刺
を
も
ち
平
行
剥
離
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
基
部
に
逆
刺
を
も
た
ず
逆
二
等
辺
三
角
形
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
 
 

㍍
竺
 
 

の
と
が
あ
り
、
前
者
が
土
器
出
現
以
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
後
者
は
土
器
と
共
伴
す
る
可
能
性
が
つ
よ
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ハ
 
 

グ
イ
原
例
は
、
基
部
に
逆
刺
を
有
し
、
平
行
剥
離
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
土
器
出
現
以
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

ま
た
、
畦
地
例
は
、
基
部
に
逆
刺
を
も
た
ず
、
逆
二
等
辺
三
角
形
を
呈
し
、
調
整
も
粗
い
こ
と
か
ら
ハ
グ
イ
原
例
よ
り
新
し
く
位
置
 
づ
け
 

ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
畦
地
遺
跡
で
は
、
押
型
文
土
器
文
化
期
の
特
徴
を
も
つ
石
鋲
も
採
集
さ
れ
て
お
り
、
尖
頭
器
の
所
属
 
 

時
期
は
、
縄
文
早
期
ご
ろ
に
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
道
上
遺
跡
、
柳
ノ
本
道
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
の
石
器
、
剥
片
類
の
な
か
に
、
姫
島
産
黒
曜
石
と
は
異
る
漆
黒
色
を
 
 

な
す
黒
曜
石
が
一
点
ず
つ
含
ま
れ
て
い
る
。
石
材
の
原
産
地
分
析
に
よ
れ
ば
、
島
根
県
隠
岐
島
の
久
見
産
出
の
黒
曜
石
と
さ
れ
る
も
 
 

の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
上
遺
跡
出
土
の
縄
文
式
土
器
に
は
、
器
表
に
隆
帯
の
め
ぐ
ら
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
文
様
か
ら
み
て
九
州
 
 

轟
式
系
統
の
土
器
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
い
ま
の
と
こ
ろ
熊
野
町
採
集
の
石
器
時
代
遺
物
を
み
る
と
、
九
州
的
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
が
推
 
 

定
さ
れ
、
九
州
地
域
と
か
な
り
密
接
を
交
易
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
が
、
標
高
二
〇
〇
 
 

～
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
熊
野
盆
地
の
縁
辺
で
、
盆
地
へ
の
入
口
部
や
熊
野
川
や
二
河
川
お
よ
び
そ
れ
ら
の
支
流
の
形
成
し
た
沖
 
 

横
地
を
前
面
に
の
ぞ
む
小
高
い
場
所
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
、
当
時
の
生
暗
が
、
狩
猟
や
木
の
実
な
ど
の
採
集
に
便
利
な
 
 

場
所
に
つ
く
ら
れ
た
集
落
を
根
拠
に
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

お
わ
り
に
 
 
 

本
稿
は
、
昭
和
五
八
年
一
二
月
の
安
芸
郡
熊
野
町
史
編
集
委
員
会
研
究
例
会
お
よ
び
昭
和
五
九
年
二
月
の
熊
野
町
文
化
財
講
座
で
 
 

発
表
し
た
内
容
を
骨
子
と
し
、
そ
の
後
収
集
し
た
考
古
資
料
を
含
め
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
遺
物
は
 
 

す
べ
て
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
所
属
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
の
進
展
を
待
っ
て
改
め
て
検
討
し
を
お
す
べ
き
 
 

余
地
が
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
い
く
つ
か
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
で
き
れ
ば
試
掘
調
査
を
ど
を
実
施
し
て
、
遺
跡
の
規
模
や
内
容
 
 

等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
遺
跡
、
遺
物
の
保
存
と
活
用
の
計
画
を
立
案
す
る
た
 
 

め
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
、
町
当
局
の
英
断
を
要
望
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
発
表
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
熊
野
町
・
熊
野
町
史
編
集
委
員
合
（
委
員
長
三
上
幕
明
広
島
大
学
名
 
 

誉
教
授
）
 
の
諸
先
生
方
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 
 

（
昭
和
五
九
年
四
月
七
日
稿
）
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（
1
）
 
 

（
2
）
 
 

（
3
）
 
 

（
4
）
 
 

（
5
）
 
 

（
6
）
 
 

（
7
）
 
 

（
8
）
 
 

（
9
）
 
 

（
1
0
）
 
 

、
〓
、
 
 
 

（
1
2
）
 
 

（
1
3
）
 
 

（
1
4
）
 
 

広
島
県
『
土
地
分
頬
基
本
調
査
－
海
田
市
b
 
一
九
七
七
年
。
 
 

潮
見
浩
先
生
作
成
原
図
に
よ
る
。
 
 

田
口
稔
「
原
始
文
化
の
萌
芽
」
 
『
呉
市
史
』
第
一
巻
 
呉
市
役
所
一
九
五
六
年
。
 
 

河
瀬
正
利
編
扉
原
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
、
呉
市
文
化
財
資
料
シ
リ
ー
ズ
第
一
集
 
呉
市
教
育
委
員
会
一
九
七
一
年
。
 
 

広
島
県
教
育
委
員
会
『
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
畑
地
名
蓑
』
 
一
九
六
一
年
。
 
 

文
化
庁
監
修
【
全
国
遺
跡
地
図
』
3
4
 
広
島
県
 
国
土
地
理
協
会
一
九
八
三
年
。
 
 

こ
の
を
か
に
は
、
剥
片
や
チ
ッ
プ
の
み
の
出
土
地
（
四
か
所
以
上
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
 
 

同
遺
跡
発
掘
調
査
団
（
担
当
山
県
元
安
芸
府
中
高
校
教
諭
）
 
に
よ
る
調
査
。
 
 

形
態
か
ら
み
る
と
l
側
線
に
刃
潰
し
加
工
の
施
さ
れ
た
後
如
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
似
る
が
、
姫
島
産
黒
膵
石
製
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
 
 

前
掲
註
（
3
）
に
同
じ
。
 
 

潮
見
浩
「
月
崎
追
跡
」
 
『
宇
部
の
追
跡
』
三
八
～
七
〇
兵
 
事
都
市
数
育
委
員
会
 
山
九
六
八
年
。
 
 

山
口
県
教
育
委
員
会
【
神
田
通
跡
第
一
次
発
掘
調
査
概
報
』
 
一
九
七
一
年
。
 
 

山
口
県
教
育
委
員
会
『
神
田
通
跡
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
』
 
一
九
七
二
年
。
 
 

山
口
県
教
育
委
貝
合
『
神
田
追
跡
，
7
6
第
五
次
調
査
概
報
』
 
一
九
七
七
年
。
 
 

前
島
高
雄
「
黒
鳥
浜
追
跡
」
 
芯
口
県
先
史
時
代
表
探
退
物
集
成
孝
b
び
に
そ
の
編
隼
的
研
究
』
 
周
陽
考
古
学
研
究
所
報
 
Ⅰ
 
六
四
～
七
四
頁
 
 

一
九
七
八
年
。
 
 
 

縄
文
時
代
の
剥
片
石
器
と
し
て
お
く
。
 
 

藤
田
憲
司
・
間
堅
炭
子
・
間
壁
忠
彦
「
羽
島
貝
塚
の
資
料
」
 
言
放
考
古
館
研
究
集
報
』
第
一
一
号
、
四
二
～
六
六
頁
 
 

間
愛
息
彦
・
間
撃
規
子
「
里
本
員
塚
」
 
言
敷
考
古
館
研
究
集
報
』
第
七
号
一
九
七
一
年
。
 
 

一
九
七
五
年
。
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（
ほ
）
 
潮
見
浩
・
川
越
哲
志
・
河
瀬
正
利
「
広
島
県
尾
道
市
太
田
貝
塚
発
掘
調
査
報
告
」
 
【
広
島
県
文
化
財
調
査
報
告
』
第
九
集
一
～
五
〇
頁
 
広
島
県
 
 

教
育
委
員
合
一
九
七
一
年
。
 
 

（
望
 
潮
見
浩
「
希
釈
観
音
堂
洞
窟
遺
腑
の
琴
一
次
・
第
三
次
・
第
四
次
調
査
」
 
宥
釈
峡
遺
跡
群
の
調
査
研
究
』
3
一
九
六
五
年
度
～
一
九
六
七
年
度
 
 

一
四
1
二
〇
真
一
九
六
八
年
。
 
 

（
1
7
）
 
藤
野
次
史
氏
の
教
示
に
よ
る
。
 
 

（
望
 
松
本
稚
明
・
富
堅
卯
三
郎
「
燕
式
土
器
の
編
年
」
 
『
考
古
学
雑
誌
』
第
四
七
巻
 
第
三
号
一
～
二
六
貞
一
九
六
一
年
。
 
 

（
1
9
）
 
沖
村
雄
二
先
生
の
脚
数
示
に
よ
る
。
流
紋
岩
は
、
熊
野
台
地
、
賀
茂
台
地
周
辺
に
は
ひ
ろ
く
分
布
し
て
お
り
、
石
器
石
材
の
供
給
は
、
近
く
か
ら
で
 
 

き
た
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
2
0
）
 
河
瀬
正
利
編
 
『
円
明
寺
（
延
命
寺
）
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
 
広
島
県
教
育
委
員
合
一
九
七
一
年
。
 
 

（
2
1
）
 
今
田
三
哲
は
か
 
「
地
御
前
南
遺
跡
の
概
報
」
 
『
廿
日
市
の
文
化
】
第
一
一
一
二
集
 
二
三
～
三
九
頁
一
九
七
三
年
。
 
 

河
瀬
正
利
「
広
島
県
佐
伯
郡
廿
日
市
町
地
御
前
南
追
跡
の
遣
物
に
つ
い
て
」
 
『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
年
報
』
Ⅶ
 
六
五
～
 
 

八
六
頁
一
九
八
四
年
。
 
 

（
2
2
）
 
中
越
利
夫
氏
の
教
示
に
よ
る
。
 
 

（
2
3
）
 
島
立
桂
は
か
 
「
広
島
県
佐
伯
郡
五
日
市
町
観
音
地
区
の
退
物
」
 
『
続
ト
レ
ン
チ
』
第
六
巻
 
第
三
号
 
三
二
1
三
五
東
一
九
八
四
年
。
 
 

（
空
 
中
越
利
夫
「
広
島
県
佐
伯
郡
佐
伯
町
越
峠
遺
跡
出
土
の
遺
物
に
つ
い
て
」
 
『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
査
室
f
F
報
』
Ⅵ
 
八
三
～
一
 
 

〇
六
頁
一
九
八
三
年
。
 
 

（
2
5
）
 
河
瀬
正
利
 
『
畝
観
音
免
古
墳
群
』
 
広
島
県
安
芸
郡
海
相
町
教
育
委
員
会
一
九
七
九
年
。
 
 

（
邦
二
 
前
掲
註
（
3
）
に
同
じ
。
 
 

藁
科
哲
男
・
東
村
武
信
氏
に
よ
れ
ば
、
郷
原
遺
跡
出
土
の
石
器
に
は
、
香
川
県
金
山
産
出
の
安
山
岩
の
は
か
、
姫
島
積
出
、
佐
賀
県
腰
岳
産
出
お
よ
 
 

び
島
根
県
隠
岐
島
（
久
見
）
産
出
の
黒
曜
石
が
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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■
∵
、
 
 

（
詣
）
 
 

（
2
9
）
 
 

（
墾
 
 

（
3
1
）
 
 

（
3
2
）
 
 

（
3
3
）
 
 

（
3
5
）
 
 

（
3
6
）
 
 

（
3
7
）
 
 

（
空
 
 

（
3
9
）
 
 

（
4
0
）
 
 

（
4
1
）
 
 

（
3
4
）
 
 

藁
科
哲
男
・
東
村
武
信
「
帝
釈
観
音
堂
洞
題
遺
跡
出
土
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
、
黒
曜
石
迫
物
の
産
地
推
定
」
 
『
広
島
大
学
文
学
部
帝
釈
峡
遺
跡
群
発
掘
調
 
 

査
室
年
報
』
Ⅵ
 
六
七
～
八
二
頁
一
九
八
三
年
。
 
 

瀬
戸
内
北
岸
地
域
に
お
け
る
姫
島
産
黒
曜
石
の
出
土
他
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
つ
ぎ
の
文
献
が
あ
る
。
 
 

潮
見
活
「
石
器
石
材
と
し
て
の
姫
島
産
黒
曜
石
を
め
ぐ
っ
て
」
 
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
】
第
八
号
 
四
三
1
五
九
頁
一
九
八
〇
年
。
 
 

岡
本
健
児
・
江
東
輝
弥
・
西
田
栄
「
愛
媛
県
上
黒
岩
岩
陰
」
 
『
す
元
の
洞
穴
追
跡
』
 
二
二
四
～
二
三
六
真
一
九
六
七
年
。
 
 

岡
本
健
児
・
片
岡
贋
介
「
高
知
県
不
動
ケ
岩
屋
洞
穴
」
 
甘
本
の
洞
穴
追
跡
』
 
二
三
六
～
二
五
〇
頁
一
九
六
七
年
。
 
 

小
野
息
鷹
「
東
岐
波
前
田
発
見
の
握
斧
」
 
『
宇
部
の
追
跡
』
 
一
九
三
～
一
九
四
頁
一
九
六
八
年
。
 
 

棄
野
克
己
ほ
か
「
領
家
遺
跡
」
 
南
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
彗
］
」
8
 
同
山
県
教
育
委
員
会
 
二
二
九
－
四
〇
〇
頁
一
九
七
五
年
。
 
 

小
田
静
夫
「
日
本
最
古
の
磨
製
石
斧
」
 
『
季
刊
ど
る
め
ん
』
1
1
 
九
六
～
一
〇
九
真
一
九
七
六
年
。
 
 

岡
本
東
三
「
神
子
柴
・
長
者
久
保
文
化
に
つ
い
て
」
 
『
研
究
論
集
』
V
 
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
 
第
三
五
冊
一
～
五
七
真
一
九
七
九
 
 

年
。
 
 

広
島
大
学
文
学
部
所
蔵
資
料
に
よ
る
。
 
 

河
瀬
正
利
「
歴
史
の
あ
け
ぼ
の
」
 
『
高
陽
町
史
』
 
一
～
九
二
東
 
広
島
市
役
所
一
九
七
九
年
。
 
 

前
掲
註
（
2
0
）
 
に
同
じ
。
 
 

川
越
哲
志
氏
採
集
資
料
 
川
越
哲
志
氏
の
致
示
に
よ
る
。
 
 

広
島
大
学
文
学
部
所
蔵
資
料
。
 
 

潮
見
漕
「
帝
釈
馬
渡
岩
陰
追
跡
の
第
一
次
、
琴
一
次
調
査
」
 
『
帝
釈
峡
遺
跡
群
の
調
査
研
究
』
1
一
九
六
一
年
⊥
九
六
三
年
度
一
一
～
一
七
 
 
 

前
掲
註
（
2
）
 
に
同
じ
。
 
 

小
郡
隆
「
東
広
島
市
志
和
町
阿
原
出
土
の
有
舌
尖
頭
器
」
 
「
芸
術
』
夢
二
隻
 
二
七
～
二
八
頁
一
九
七
五
年
。
 
 

藤
野
次
史
「
ガ
ダ
ラ
山
西
麓
地
区
の
予
備
網
査
」
 
『
広
島
大
学
統
合
移
転
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
』
Ⅲ
 
七
～
一
六
頁
 
 

一
九
八
四
年
。
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貞
一
九
六
四
年
 
 

（
空
 
白
石
浩
之
「
先
土
器
終
末
か
ら
縄
文
草
創
期
前
半
の
尖
頭
器
に
つ
い
て
（
上
〓
下
〓
 
言
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
～
』
 
三
六
、
五
～
三
真
一
二
七
、
 
 

七
～
一
三
頁
一
九
七
六
年
 
 
 

し
 

い
き
い
し
 
 

（
追
記
）
 
成
稿
後
、
道
上
遺
跡
に
お
い
て
縄
文
時
代
の
石
匙
二
点
と
石
鉄
類
が
採
集
さ
れ
た
。
石
匙
（
付
図
1
・
2
）
は
、
い
ず
れ
 
 
 

凰
慧
凰
讐
 
 

／へ＼ ∴：   

くZ：＞・  

魔
5
◎
 
 
 

くこ＞・  

付図 道上遺跡の石器  

も
横
形
の
も
の
で
、
上
端
 
 

の
つ
ま
み
部
と
下
端
の
刃
 
 

部
の
み
に
調
整
が
加
え
ら
 
 
 

れ
て
お
り
、
両
面
の
大
部
 
 
 

分
は
、
自
然
面
や
主
要
剥
 
 

離
面
が
残
っ
て
い
る
。
動
 
 

物
の
解
体
、
調
理
用
と
し
 
 

て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
 
 

ろ
う
。
石
飯
（
3
～
1
0
）
 
 

は
第
3
図
で
紹
介
し
た
も
 
 
 

の
と
形
熊
的
に
大
き
を
違
 
 

い
は
な
い
。
 
 

ま
た
、
道
上
遺
跡
・
柳
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ノ
本
遺
跡
出
土
の
石
器
石
材
の
産
地
分
析
に
よ
れ
ば
、
黒
曜
石
は
、
 
 

大
分
県
姫
島
産
出
の
も
の
（
乳
灰
色
）
と
島
根
県
隠
岐
島
の
久
見
 
 

産
出
の
も
の
（
漆
黒
色
）
を
含
ん
で
お
り
、
安
山
岩
で
は
、
道
上
 
 

－
：
．
上
 
 

遺
跡
出
土
の
も
の
に
は
、
香
川
県
の
金
山
東
産
出
の
も
の
と
広
島
 
 

県
の
冠
山
東
産
出
の
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
柳
ノ
本
遺
跡
出
土
 
 

－
し
き
だ
い
し
ら
み
ね
 
 

の
安
山
岩
に
は
、
香
川
県
五
色
台
（
白
峰
）
産
と
冠
山
東
産
、
そ
 
 

れ
に
H
群
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
現
在
の
と
こ
ろ
原
産
地
の
不
明
の
 
 

も
の
と
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

を
お
、
熊
野
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
九
年
度
に
お
い
て
 
 

町
内
の
主
要
な
遺
跡
の
分
布
試
掘
調
査
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
 
 

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
今
回
紹
介
し
た
追
跡
の
範
囲
や
内
容
な
 
 

ど
の
一
端
が
少
し
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 
 

付表 道上遇跡の石器  

番号   付図   種  別  長さ（00） ＝は推定  幅（Ⅷ〉 （）は推定  現存（g）  重畳  石  材   
備  考   

ロ  石  匙  3，5  4．4  10，0  安 山 岩  背面に自然面のこる 一策拉剥片、側辺桐軍旺   

2  （3．8）  6．6  
順面に主削離面のこる  
側辺汐月製∈   

3  石  鉄  2．1  1．8  1．0  
側辺調整、両面に繋材  面と主剥離面がのこる   

4  （2．4）  （1．7）  0．8  両面加工、側辺調整   

Z．0  1．5  0．7  両面加工、全面剥離   

6  （2．0）  （1．7）  0．5  墨膵石（隠岐・久見）  両面加工、全面剥離   

7  Z．2  （1．3）  0．5  黒曜石（姫島）  

8  2．5  1，6  1．0  安 山 岩  

9  （2．Z）  1．4  0．7  

10   2．0  1．8  1．1  兼成品か   
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◎
三
 
 

〇
山
 
 
 

○
神
 
 
 

押
 
 

．
し
 
 

」
．
T
 
 
 

佐
 
 
 

柴
 
 
 

友
 
 
 

十
 
 
 

藤
 
 
 

星
 
 
 

水
 
 
 

吉
 
 

上
 
 

中
 
 
 

鳥
 
 

部
 
 

マT
一 
円士
  

瀬
 
 

中
 
 
 

原
 
 

久
 
 

西
 
 

井
 
 

予
 
田
土
 
 
 

間
 
 

村
 
 
 

◎
印
 
 〔

熊
野
町
史
編
集
委
員
会
お
よ
び
同
調
査
委
員
会
名
簿
〕
 
 

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
近
代
史
）
 
 

嘉
 
明
 
 

寿
 
夫
 
 
（
文
教
女
子
大
教
授
、
日
本
近
世
史
）
 
 

武
 
彦
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
国
語
学
方
言
こ
 
 

佳
 
周
 
 
（
広
島
大
学
学
校
数
青
学
部
教
授
、
日
本
古
代
史
・
中
世
史
）
 
 

（
元
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
地
理
学
（
地
形
こ
 
 

思
 
肥
州
 
 

正
 
利
 
 
（
広
島
大
学
文
学
部
講
師
、
考
古
学
）
 
 

建
 
次
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
地
理
学
（
人
文
地
理
こ
 
 

忠
 
司
 
 

健
 
児
 
 

武
 
文
 
 

稔
 
 

千
之
肋
 
 

英
 
一
 
 

熊
野
町
史
編
集
要
員
全
委
員
長
 
○
印
 
同
編
集
委
員
、
他
は
同
調
査
委
貝
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
 
 
 

（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
肋
教
授
、
経
済
学
）
 
 

（
広
島
大
学
附
属
東
雲
中
学
校
教
諭
、
社
会
科
）
 
 

（
広
島
女
子
大
学
数
揆
、
国
文
学
）
 
 

（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
助
教
授
、
植
物
学
）
 
 

（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
社
会
科
教
育
）
 
 

（
広
島
県
立
海
田
高
校
教
諭
、
日
本
史
）
 
 

（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
動
物
学
）
 
 

（
広
島
大
学
学
校
数
青
学
部
教
授
、
地
質
学
）
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荒
 
谷
 
真
治
郎
 
中
央
公
民
館
長
 
熊
野
町
郷
土
史
研
究
会
長
 
 

福
 
岡
 
孝
 
義
 
西
公
民
館
長
 
民
俗
芸
能
研
究
家
 
 

信
 
民
俗
資
料
研
究
家
 
 

織
 
田
 
 

中
 
原
 
明
 
鮭
 
民
俗
資
料
研
究
家
 
 

孟
 
榊
山
神
杜
宮
司
 
 

梶
 
山
 
 

猪
 
野
 
了
 
同
 
西
光
寺
住
職
 
 

石
 
山
 
徴
 
春
 
光
教
坊
住
職
 
 

熊
野
町
史
刊
行
委
員
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